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1.はじめに    
保育園、幼稚園現場において子どもたちは

様々な表現の姿を見せる。なかでもお遊戯会な

どの園行事においては、園児の表現を支えるた

めに保育者自身が感性を豊かにするとともに、

知識・技能・表現力を身につけなければならな

い。そのために保育者を目指す学生は、様々な

表現に必要なスキルとは何かを考え、習得して

いくことが重要であると考える。しかし今日の

コロナ禍において、表現の実践発表を行うこと

は難しく、そもそも実践発表を実施していない

学校も見受けられる。  

そこで学生達に保育者を目指す別の養成校

の学生が取り組んだ音楽劇を鑑賞してもらい、

次に、その演出者であるオペラ歌手による「表

現に必要なワークショップ」も体感してもらっ

た。学生達が表現者として必要なスキルや保育

者に求められる表現力について自ら考え、さら

にそれらを身につけることを学生自身が日常

の中で心がけていくことの必要性を実感する

ことが必要だと考えた。 

2.目的 
本発表では、「保育表現技術演習」授業におい

て、保育者を目指す学生に表現に必要なスキル

を理解してもらうとともに、舞台のプロである

オペラ歌手から表現者に必要なトレーニング

方法を学び、日常に意識して取り組んでもらう

ことで、個々の表現力を向上させることを目的

とする。 

3.方法(授業内容 ) 
(1)音楽劇について  
 T 大学短期大学部 2 年生の学生 (参加学生 27
名 )を対象として「保育表現技術演習」授業内に

て、音楽劇とは何か？また、保育内容（表現）

の考え方に 基づく 音楽劇とはどういうもの

か？さらに、音楽劇を作るための役割分担や完

成までの手順について「年間授業計画」を用い

て説明を行った。その他、舞台構成案、台本案、

セリフ案、衣装案、舞台セット案、小道具案等

を資料として取り上げ講義を行った。  
(2)音楽劇 DVD 鑑賞 

 保育者養成校である A 短期大学の学生によ

る表現研究発表会での音楽劇「ブレーメンのお

んがくたい」を鑑賞し、表現に必要なスキルに

ついて考える時間を取った。  
(3)音楽劇ワークショップ  
 音楽劇の中で見られた様々な表現に必要な

スキルのワークショップを学生全員で行った。 

①セリフ、うた  

・声をしっかり出す、言葉をはっきり伝える

ための腹式呼吸の実践。  
・声 (歌声 )が遠くまで届くための喉のトレー
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ニング方法について。  
・声や顔に表情をつける表情筋のトレーニン

グ方法について。  
②演技、振付  
 ・アクションを大きく見せる方法について。 
 ・喜怒哀楽を全身で表現する方法について。 
 ・目線や立ち姿、舞台所作について。  
 ・エネルギーとテンションの必要性。  

4.アンケートの内容について  
授業終了後、参加学生に以下のアンケートを

実施した。 

⑴音楽劇を視聴し、表現者として必要なスキル

(複数可)をどのようにとらえたか？  

⑵音楽劇の視聴、ワークショップを経験し、あ

なたは保育者としてこれから表現力を身に

つけるため、日常的にどのようなことを心が

けていきますか？  

5.結果 
 学生のアンケート回答は以下のような結果

であった。 (回答学生は 23 名 ) 
アンケート⑴表現者として必要なスキルに

ついては最も多かったワードが、「表情」13 名、

「体」16 名、「声」17 名、「言葉」12 名、とい

う結果であった。「表情」では、役になり切った

顔の表情 (喜怒哀楽 )の豊かさ、「体」では、身振

り手振りをつけるなど全身を使って大きく見

せるための工夫、「声」はしっかり出し、聞こえ

るようにはっきりセリフや歌を歌うこと、「言

葉」では、子どもが理解しやすいように簡単で

楽しめる言葉や役に合わせた言葉を使い、言葉

の抑揚の工夫などが必要であることが挙げら

れた。  
 アンケート⑵日常的にどのようなことを心

がけるかの問いには、「表情豊かな表現」 (身体

表現、言語表現 )、「子どもに伝わりやすい声」

(腹式呼吸、滑舌 )、「雰囲気作り (楽しい雰囲気、

明るい雰囲気 )、「読み聞かせ、手遊び、歌唱、

ピアノなどの技術 (練習を積む )、「保育者も感受

性を豊かにするような経験をする (五感を刺激

する )といった意見が挙げられた。  

6.授業を実施した感想  
アンケート結果から学生達が表現力を養うた

めに日常から意識して取り組んでいく熱意が

感じ取られた。今後は絵本や紙芝居などの読み

聞かせ、手遊びや歌、ピアノ演奏の中でも表現

力を工夫して取り入れていくことが望まれる。 
ワークショップでは、学生は演習に対し恥ず

かしがることなくとても積極的に取り組む姿

勢が見受けられた。また最後まで笑顔を絶やさ

ず楽しみながら学んでいたことも印象深く、何

か一つでも吸収しようという意気込みが感じ

られた。  

7.まとめ  
 子どもは自分なりの方法で様々な表現をす

る。子どもの表現を否定することなく、想いを

受け止め、更に表現することの楽しさを引き出

すためには、保育者自身が表現者であることが

最も大切なことであると考える。保育者を目指

す学生は、表現に必要なスキルを理解した上で、

その習得に向けて授業や日常生活の中で意識

を持ちながら継続していくことが重要である

と再認識したことがわかった。  

8.課題 
 コロナ禍においては、表現の実践発表を行う

ことは難しい。従って授業内で様々な表現のス

キル演習を重ねることが理想である。指導を専

門家に依頼するのであれば「表現のスキル」と

「ワークショップ」というように 2 回に分けて

行うことが、より学生が深く学べるという点で

は望ましい。  
 次回は、表現に必要なスキルを習得するため

のワークショップに焦点を当てた発表を行っ

ていきたい。  
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1.遠州七不思議の一、波の音・波小僧  

 遠州地方（静岡県西部）には「雷三里波七里」

という諺がある。遠州地方の海鳴りはそれぼど

内陸にまで届くという例えだ。現代の単位に換

算すれば 27〜28Km に相当する。遠州の人々は

昔からこの海鳴りの聞こえ方で天候の変化を

予測していた。その内容はおおよそ「波音が東

（東南）から聞こえると雨、西（西南）から  

聞こえると晴れ」というもので、遠州七不思議

の一つとされる。この海鳴り現象が起こる由縁

として語られてきたのが「波小僧」伝承である。

波小僧伝承の代表的なものは「漁師の網にひっ

かかった（一説には、大雨で田んぼに取り残さ

れ帰れなくなった）波小僧を、海へ帰してやっ

たお礼に、波小僧が天候の変化を海鳴りで知ら

せるようになった。」というもので、内陸地方で

は「僧侶や農民がつくった藁人形が川から海に

流れ、波音で天候を知らせる」といった話も存

在する  

 本報告は、静岡県浜松市において 2020 年か 

ら筆者らが行なってきた遠州灘の海鳴りの記

憶と現状に関する共同研究の成果から、海鳴り

の可聴範囲に関する調査結果の一部を、浜松市

内の小中学校の「校歌」の調査を中心に報告す

るものである。 

 

2. 海鳴りの記憶と現状の調査  

 

(1)観察・聞き取り調査と投稿情報募集、 

 共同研究では、沿岸地域の地元協力団体有志

との協同観察調査、筆者ら共同研究研者チーム

による観察と録音調査、インターネットホーム

ページ「遠州波小僧プロジェト〜みんなでつく

ろう波音マップ」（https://namikokzo.com/）によ

る海鳴りの現状と記憶に関する投稿情報の募

集、を行った。その経緯や成果は箕浦・大門・

■ 共同研究者チーム 
◆ 地元協力団体有志 
●・○ 聞き取り調査（現在・記憶） 
▲・△ 投稿情報（現在・記憶） 

 図 1 波音の聞かれた地点（現在・記憶） 
(※大門・箕浦・兼古, 2022 をもとに作成) 
出 典 ： 国 土 地 理 院 「 地 理 院 地 図 GSI Maps 」
https://maps.gsi.go.jp から作成（図２も同様） 
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